





























































































第 2回 サウンドスケープ ─ キャンパスの「音聴き歩き」
第 3回
サウンドスケープ ─ 音日記の確認
・絵本『もりのおとぶくろ』の実践 V T R （Ａ幼稚園 5歳児）を参考にして、音環境を取り入れた保育内容
を考える
第 4回 子どもの音楽表現 ─ 日常生活に見られる子どもの音楽表現の特徴について知る
第 5回
日本語のリズム ─ その特徴と面白さを知る
・絵本『かぞえうたのほん』の《いーいーいーかぞえうた》の実践 V T R （Ｂ幼稚園 4歳児）を参考にして、
日本語の音楽性を取り入れた保育内容を考える
第 6回 日本語のオノマトペと音象徴 ─ その特徴を知る・絵本『かっきくけっこ』の実践 V T R （Ｃ幼稚園 5歳児）を参考に保育内容を考える
第 7回 オノマトペと動き ─ 絵本『だるまさん』を教材として、オノマトペと動きが関わる保育内容を考える
















　　① 幼児用ポスターカラー（赤・黄・青の三原色と白・黒の無彩色の 5色）： 4名のグ
ループで混色により12色相環とそれぞれの色のライトトーン12色、ディープトーン





















写真 1  　コンテパステルの混色
による12色相環






























　学生が描画の対象として選んだ行は、「あ行」 3名、「か行」 4名、「さ行」 2名、「な
行」 3名、「ぱ行」 8名、「ま行」 2名、「や行」 4名、「ら行」 3名という結果で、好む音
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　日時　2019年 7 月22日　　対象　児童学科 2回生29名
　⑴ 　第 8回の授業では、学生たちにはあまりなじみのない和楽器の音を提示して、形と













か（喉音） /k /　/g / 硬い表面との接触を表わす音や様子
さ（舌音） /s /　/z / 滑らかさ、軽い接触　摩擦、小粒の動き、流動する液体、静けさ、穏やかさ
た（舌音） /t /　/d / 打撃の関連、木材、床、地面







ま（唇音） /m / はっきりしない様、抑圧
や（喉音） /j / 揺れや頼りなさ、輪郭がはっきりしない状況
ら（舌音 /r / 幸せで高揚する気持ち、回転、流動的な運動
わ（唇音） /w / 人間や動物の発する声や音
ん /N / 共鳴　反響した連続音
























































































































































現）の授業における『音環境を描く』試みから─」『京都女子大学発達教育学部紀要』第 6号、2010年、 p p .  
47－59　②岡林典子・ガハプカ奈美・山野てるひ「感性を育む表現教育のプログラム開発─『楽曲を描く』








使った教授法Ⅰ─保育実践教科書を分析する─」『東邦学誌』第44巻第 2号、2015年、 p p .  91－110　②古市
久子・矢内淑子・新實広記・伊藤数馬「保育士・教員養成課程の表現科目における共感覚的感覚を使った教
授法Ⅱ─授業実践を通して─」『東邦学誌』第45巻第 2号、2016年、p p .  37－56　③古市久子・矢内淑子・新
實広記・伊藤数馬「保育士・教員養成課程の表現科目における共感覚的感覚を使った教授法Ⅲ─造形表現の
授業の分析を通して─」『東邦学誌』第46巻第 1号、2017年、p p .  57－80
4 ）小島千か「大学の教養教育における「音楽」と「美術」の連携─音楽の視覚化を中心に（特集　音楽科と
他教科との連携─何を拓くためにどの教科とどのように連携するのか）」音楽教育実践ジャーナル　 8（ 2）、
2011年、p p .  62－69　
5 ）花輪充「指導者に必要とされる表現教育のパラダイム転換：保育者養成における表現教育の問題／方法論
をめぐって」東京家政大学教員養成教育推進室年報、 2巻、2016年、p p .  15－24
6 ）前掲書 1）p .  20　
7 ）山野てるひ・岡林典子・水戸部修治編著『幼・保・小で役立つ　絵本から広がる表現教育のアイデア─子
供の感性を豊かに育むために─』一藝社、2018年





京都女子大学大学『発達教育学部紀要』第15号、2019年、p p .  109－119
12）初田隆・井上朋子「音をかく活動の研究」美術教育学　第34号、2013年、p p .  407－418
13）奥美佐子「子どもの音の描画表現と読み取りの研究」神戸松蔭女子学院大学研究紀要、人間科学部編 5巻、
2016年、p p .  55－60
14）前掲書 7）p p .  10－13
　
※ 本研究は J SP S（課題番号17K 04889代表者：岡林典子「協同性の育ちに着目した幼小接続における音楽教育
のプログラム開発」）の成果の一部である。
　
　
